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松松松
崎
町
第
４
次
総
合
計
画
の
評
価
結
果

～
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
を
評
価
～
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づ
く
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～
現
在
の
ま
ち
づ
く
り
を
評
価
～～

町
で
は
、
平
成

年
度
か
ら

２５

１０

年
間
の
新
し
い
総
合
計
画
を
策
定

し
て
い
ま
す
。
そ
の
一
環
と
し
て
、

現
在
の
第
４
次
総
合
計
画
（
平
成

年
度
～
平
成

年
度
）
に
つ
い

１５

２４

て
評
価
を
行
い
ま
し
た
。

こ
の
評
価
に
あ
た
っ
て
は
、「
行

政
に
よ
る
評
価
」（
施
策
の
評
価
）と

昨
年
実
施
し
た
町
民
ア
ン
ケ
ー
ト

に
よ
る
「
町
民
に
よ
る
評
価
」（
施

策
に
対
す
る
満
足
度
と
重
要
度
）

を
そ
れ
ぞ
れ
点
数
化
し
、
そ
の
割

合
で
示
し
て
い
ま
す
。

行
政
に
よ
る
評
価
の
「
施
策
の

評
価
」
と
、
町
民
に
よ
る
評
価
の「
施

策
に
対
す
る
満
足
度
と
重
要
度
」

の
結
果
は
、
下
記
の
と
お
り
と
な

り
ま
す
。

こ
の
評
価
の
結
果
は
、
現
在
策

定
中
の
新
し
い
総
合
計
画
の
中
に

反
映
を
さ
せ
て
い
く
予
定
で
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

施
策
に
対
す
る
満
足
度
と
重
要
度
を
タ
イ
プ
別
に

見
る
と
、
重
要
度
は
高
い
が
満
足
度
が
低
い
た
め
、

今
後
、
特
に
力
を
入
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
タ
イ

プ
堰
」
は
、

.
０
諸
と
全
体
の
４
分
の
１
を
占
め
て

25

い
ま
す
。

各
施
策
（
次
ペ
ー
ジ
施
策
一
覧
）
の
実
施
状
況
を
検
証
し
、

全
体
の
施
策
を
評
価
し
た
結
果
、「
陰
十
分
で
き
て
い
る
」
と

「
隠
や
や
で
き
て
い
る
」
を
合
わ
せ
た
『
で
き
て
い
る
』
は
、

.
１
諸
と
７
割
近
く
と
な
っ
て
い
ま
す
。「
韻
余
り
で
き
て

６６い
な
い
」
と
「
吋
全
く
で
き
て
い
な
い
」
を
合
わ
せ
た
『
で

き
て
い
な
い
』
は
、

.
９
諸
と
約
３
割
と
な
っ
て
い
ま
す
。

３３

○
行
政
に
よ
る
評
価

○
町
民
に
よ
る
評
価

◎
全
施
策
を
合
計
し
た
評
価

考 え 方分類

重要度が高く、満足度は低いため、今後、優先してサービスの質・量を高めていくべき項目タイプ堰

重要度が高く、満足度も高いため、サービスの質の維持を図るべき項目タイプ奄

重要度が低く、満足度は高いため、他の取り組みを優先しつつ、サービスの質の維持を図るべき項目タイプ宴

重要度が低く、満足度も低いため、他の取り組みを優先しつつ、サービスの質を高めるべき項目タイプ延

【施策の評価】

【施策に対する満足度と重要度】

①十分でき

ている

13.2％

②ややでき

ている

52.9％

④全くでき

ていない

8.0％

③余りでき

ていない

25.9％

タイプ堰
重要度高く

満足度低い

25.0％

タイプ奄
重要度高く

満足度高い

22.2％

タイプ延
重要度低く

満足度低い

13.9％

タイプ宴
重要度低く

満足度高い

38.9％
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【第４次総合計画 施策一覧】

施策大綱施策大綱

医療体制の充実
３やさしさのある健康と福祉づくり
（8施策）※左からの続き

観光の振興

１活力ある産業づくり
（5施策）

社会保障制度の充実農林漁業の振興

健全な消費生活商工業の振興

道路・交通網の整備
４交通・情報ネットワークづくり
（3施策）

地域のマーケティング推進

情報・通信基盤の整備新産業の創造

IT（情報技術）の活用調和のとれた土地利用

２安全で快適な居住環境づくり
（8施策）

生涯学習の充実

５未来に向けた人づくり
（8施策）

環境衛生対策の促進

幼児教育の充実上下水道と温泉の整備

学校教育の充実環境保全の促進

青少年教育の充実景観と住宅地域の整備

文化活動の推進公園・緑地の整備

文化財の保護と活用交通安全・防犯対策の充実

スポーツ・レクリエーションの振興消防・防災・町土の保全

国内外の交流促進地域福祉の充実

３やさしさのある健康と福祉づくり
（8施策）

住民と行政の協働の促進

６みんなが創るまちづくり
（4施策）

高齢者福祉の充実

男女共同参画社会の推進児童福祉の充実

広域行政の推進障害者福祉の充実

計画的な行財政運営保健活動の推進

○行政による評価

◎６つの大綱別評価

“２安全で快適な居住環境づくり”と“６みんなが創るまちづくり”は、「①十分できている」が２割以上

と多く、「②ややできている」を合わせた『できている』は、約８割となっています。

一方、“１活力ある産業づくり”と“４交通・情報ネットワークづくり”は、「③できていない」と「④全く

できていない」を合わせた『できていない』が特に多くなっています。

○町民による評価

満足度と重要度をタイプ別に見ると、施策の評価でも『できていない』が多かった“１活力ある産業づく

り”は、「タイプ堰」の重要度は高いが満足度が低いため、今後、特に力を入れていくことが求められ、

１００.０％となっています。

また“３やさしさのある健康と福祉づくり”と“５未来に向けた人づくり”は、「タイプ奄」と「タイプ

宴」の満足度が高くの評価が多く、５０％以上となっています。

【
施
策
の
評
価
】

【
施
策
に
対
す
る
満
足
度
と
重
要
度
】

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００％

１活力ある産業づくり

２安全で快適な居住環境づくり

３やさしさのある健康と福祉づくり

４交通・情報ネットワークづくり

５未来に向けた人づくり

６みんなが創るまちづくり

０ ２０ ４０ ６０ ８０ １００％

１活力ある産業づくり

２安全で快適な居住環境づくり

３やさしさのある健康と福祉づくり

４交通・情報ネットワークづくり

５未来に向けた人づくり

６みんなが創るまちづくり

４７.１４４.１５.９ ２.９

４.９１４.６５８.５２２.０

５.９２６.５６４.７

３７.５２５.０２５.０１２.５

６.３２１.９５９.４１２.５

５.９１７.６４７.１２９.４

２.９

①十分できている ②ややできている ③余りできていない ④全くできていない

１００.０

２５.０６２.５１２.５

２５.０５０.０２５.０

６６.７３３.３

６２.５３７.５

２５.０５０.０２５.０

０.００.００.０

０.０

０.０

０.００.０

０.０ ０.０

０.０

タイプ堰 重要度が高く満足度は低い タイプ奄 重要度が高く満足度も高い

タイプ宴 重要度が低く満足度は高い タイプ延 重要度が低く満足度も低い
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「
子
ど
も
手
当
」
が

「
児
童
手
当
」

「
児
童
手
当
」に
変
わ
り
ま
し
た

○
子
ど
も
と
の
同
居
優
先

離
婚
協
議
中
等
に
よ
り
両
親
が

別
居
し
て
い
る
場
合
は
、
子
ど
も

と
同
居
し
て
い
る
方
が
児
童
手
当

の
受
給
者
と
な
り
ま
す
（
単
身
赴

任
の
場
合
を
除
く
）。

○
施
設
長
等
に
手
当
を
支
給

子
ど
も
が
児
童
養
護
施
設
等
に

入
所
し
て
い
る
場
合
、
施
設
の
設

置
者
等
に
支
給
さ
れ
ま
す
。

【
所
得
制
限
】

平
成

年
６
月
分
の
手
当
か
ら

２４

新
た
に
所
得
制
限
が
設
け
ら
れ
ま

し
た
。
所
得
限
度
額
以
上
の
方
に

は
、
児
童
１
人
に
つ
き
月
額
５
千

円
を
支
給
し
ま
す
。

所
得
制
限
額
は
左
表
の
と
お
り

で
す
。

【
児
童
手
当
に
つ
い
て
】

４
月
１
日
か
ら
「
子
ど
も
手
当
」

が
「
児
童
手
当
」
に
変
わ
り
、
所

得
制
限
等
が
設
け
ら
れ
ま
し
た
。

「
児
童
手
当
」
は
、
次
代
の
社
会

を
担
う
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち

を
社
会
全
体
で
応
援
す
る
制
度
で

す
。

【
支
給
対
象
と
な
る
方
】

松
崎
町
に
住
所
が
あ
り
、
中
学

校
卒
業
前
の
児
童
を
監
護
･
養
育

し
て
い
る
方
で
、
父
母
の
う
ち
、

生
計
を
維
持
す
る
程
度
の
高
い
方

（
収
入
が
多
い
方
）
ま
た
は
、
父

母
に
代
わ
っ
て
児
童
を
養
育
し
て

い
る
方
が
対
象
に
な
り
ま
す
。

【
支
給
要
件
】

子
ど
も
手
当
と
同
様
の
内
容
を

規
定
し
て
い
ま
す
。

○
児
童
の
国
内
居
住
要
件

児
童
に
対
し
て
国
内
居
住
要
件

が
設
け
ら
れ
て
い
ま
す
（
教
育
を

目
的
と
し
て
海
外
に
留
学
し
て
い

る
児
童
は
、
対
象
と
な
る
場
合
が

あ
り
ま
す
）
。

【
手
当
額
】

児
童
１
人
あ
た
り
の
手
当
月
額

は
、
左
表
の
と
お
り
で
す
。

※
養
育
す
る
児
童
（

歳
に
達
す

１８

る
日
以
後
の
最
初
の
３
月

日
ま

３１

で
の
間
に
あ
る
児
童
）
の
う
ち
、

年
長
者
か
ら
第
１
子
、
第
２
子
と

数
え
ま
す
。

【
手
続
き
が
必
要
な
方
】

○
４
月
以
降
に
子
ど
も
が
生
ま
れ

た
方

○
４
月
以
降
に
転
入
さ
れ
た
方

出
生
や
転
入
等
が
あ
っ
た
場
合

は
、

日
以
内
に
必
ず
手
続
き
を

１５

し
て
く
だ
さ
い
。

期
限
を
過
ぎ
る
と
、
手
当
を
受

給
で
き
な
い
月
が
発
生
し
ま
す
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

公
務
員
の
方
は
、
勤
め
先
で
の

手
続
き
と
な
り
ま
す
の
で
、
勤
め

先
へ
確
認
し
て
く
だ
さ
い
。

【
申
請
に
必
要
な
も
の
】

○
申
請
者
の
健
康
保
険
証

○
申
請
者
名
義
の
通
帳

○
認
印

○
平
成

年
度
児
童
手
当
用
所
得

２４

証
明
書
（
平
成

年
１
月
１
日

２４

現
在
、
松
崎
町
に
居
住
さ
れ
て

い
な
か
っ
た
場
合
）

こ
の
他
に
も
、
個
々
の
要
件
に

応
じ
て
必
要
と
な
る
も
の
も
あ
り

ま
す
。

【
支
給
月
】

６
月
、

月
、
２
月

１０

（
そ
れ
ぞ
れ
前
月
分
ま
で
が
支
給

さ
れ
ま
す
。）

【
現
況
届
の
提
出
に
つ
い
て
】

児
童
手
当
を
継
続
し
て
受
給
す

る
た
め
に
、
毎
年
６
月
中
に
現
況

届
の
提
出
が
必
要
で
す
。

現
況
届
は
、
毎
年
６
月
１
日
に

お
け
る
状
況
を
記
載
し
、
児
童
手

当
を
引
き
続
き
受
け
る
要
件
が
あ

る
か
を
確
認
す
る
た
め
の
も
の
で

す
。
こ
の
届
出
が
な
い
と
６
月
以

降
の
手
当
が
受
け
ら
れ
な
く
な
り

ま
す
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

現
況
届
の
提
出
が
必
要
な
方
に

は
、
６
月
上
旬
に
現
況
届
等
を
送

付
し
ま
す
。
必
ず
期
限
ま
で
に
ご

提
出
く
だ
さ
い
。

【
こ
ん
な
時
に
は
届
出
を
】

○
受
給
者
が
町
外
に
転
出
す
る
時

○
出
生
･
死
亡
等
に
よ
り
児
童
数

に
増
減
が
あ
っ
た
時

○
住
所
を
変
更
し
た
時

○
名
前
が
変
わ
っ
た
時

○
受
給
者
が
公
務
員
に
な
っ
た
時
、

ま
た
は
公
務
員
で
な
く
な
っ
た

時
○
戸
籍
の
届
出
に
よ
り
主
た
る
生

計
者
の
方
が
変
わ
っ
た
時
（
婚

姻
、
離
婚
、
養
子
縁
組
、
死
亡

等
）

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

所得制限額

所得制限
限度額

扶養親族
等人数

622万円0人

660万円1人

698万円2人

736万円3人

774万円4人

812万円5人

児童１人あたりの手当（月額）

手当額区 分

１５，０００円３歳未満

１０，０００円３歳～小学校卒業前（第1子・第2子）※

１５，０００円３歳～小学校卒業前（第3子以降）※

１０，０００円中学生

５，０００円所得限度額を超える場合（一律）
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二十一世紀松崎町三つの実践運動
～大人も子どももみんなで取り組む～

明るくあいさつ はっきり返事 しっかり後しまつ

松
崎
町
で
は
、
青
少
年
健
全
育

成
活
動
の
一
環
と
し
て
、「
あ
い
さ

つ
・
返
事
・
後
し
ま
つ
」
を
合
言

葉
に
、「
二
十
一
世
紀
松
崎
町
三
つ

の
実
践
運
動
」
を
展
開
し
て
い
ま

す
。こ

の
運
動
は
、「
学
校
・
家
庭
・

地
域
が
連
携
し
、
子
ど
も
を
育
て

る
た
め
、
大
人
か
ら
実
践
す
る
こ

と
」、「
大
人
も
子
ど
も
も
お
互
い

に
関
わ
り
合
い
を
深
め
る
こ
と
」

と
い
う
２
つ
の
視
点
か
ら
提
案
さ

れ
た
も
の
で
す
。

小
中
学
生
と
保
護
者
を
対
象
に

実
施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
学

年
が
上
が
る
に
つ
れ
て
「
実
践
運

動
を
知
っ
て
い
る
」、「
家
庭
で
の

取
り
組
み
が
あ
る
」
と
い
う
回
答

が
増
え
、
中
学
生
の
生
徒
・
保
護

者
で
は
約

舒
と
い
う
高
い
割
合

９５

で
し
た
。
ま
た
、
町
民
の
方
へ
の

ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
大
人
が
良
い

手
本
を
示
す
こ
と
！
」
と
い
う
回

答
が
複
数
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
大
人
か
ら
の
あ
い
さ
つ

や
声
か
け
で
子
ど
も
た
ち
は
、
安

心
感
を
抱
く
と
と
も
に
、
自
尊
感

情
や
自
己
肯
定
感
が
高
ま
る
等
、

健
全
育
成
へ
の
効
果
が
期
待
さ
れ

ま
す
。

特
に
、
あ
い
さ
つ
に
関
し
て
は
、

地
域
全
体
で
取
り
組
ん
で
い
け
る

も
の
で
す
。
隣
近
所
の
連
帯
も
含

め
、
今
こ
そ
あ
い
さ
つ
を
通
し
て

地
域
の
つ
な
が
り
を
強
化
し
て
い

き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

人
と
の
つ
な
が
り
は
、
ま
ず
あ

い
さ
つ
か
ら
と
言
わ
れ
ま
す
。
ま

ず
大
人
か
ら
あ
い
さ
つ
を
子
ど
も

た
ち
に
投
げ
か
け
て
、
子
ど
も
た

ち
が
、
い
つ
も
明
る
く
あ
い
さ
つ

が
で
き
る
よ
う
に
な
れ
ば
「
心
地

よ
い
あ
い
さ
つ
が
溢
れ
る
町
」
に

な
っ
て
い
く
と
考
え
て
い
ま
す
。

ま
た
、
今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
か

ら
は
偐
相
手
做
を
意
識
し
て
い
る

回
答
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。
三
つ

の
実
践
運
動
を
推
進
す
る
こ
と
で
、

思
い
や
り
の
気
持
ち
を
お
互
い
が

持
て
る
と
さ
ら
に
す
ば
ら
し
い
と

思
い
ま
す
。

こ
の
運
動
を
実
践
に
つ
な
げ
る

た
め
に
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

の
連
携
が
不
可
欠
で
す
。
特
に
、

地
域
の
皆
様
に
お
か
れ
ま
し
て
は
、

登
下
校
中
の
児
童
・
生
徒
へ
の
声

か
け
を
お
願
い
し
ま
す
。

今
後
も
三
つ
の
実
践
運
動
を
推

進
し
、
地
域
ぐ
る
み
で
「
心
地
よ

い
あ
い
さ
つ
が
溢
れ
る
町
」
を
目

指
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

【
問
合
せ
】

教
育
委
員
会
（
４
２
）
３
９
７
１

返事について

・はっきり聞こえるように言う （松小２年）

・家の人に呼ばれても返事をする （松小４年）

・わかってもらえるように返事をした （松小５年）

・話し手の方をしっかり見ていれば

返事ができるようになる （中学生）

・滑舌よく相手に聞こえるように言う （中学生）

・返事はしっかりするように繰り返し

声をかけている （保護者）

・あいさつや返事は基本だと思います （５０代女性）

後しまつについて

・きれいに片づけています （松小１年）

・みんな（次の人）が使いやすいようにする（松小５年）

・すぐわかるように種類ごと分ける （松小６年）

・自分が使ったものに責任を持つ （中学生）

・毎日３分片づけタイムを設けている （保護者）

・自分からしたらすごくほめる （保護者）

・「あいさつ・返事・後しまつ」は、人間の基本的なことです （７０代男性）

あいさつについて

・相手の目を見てあいさつをする （松小１年）

・大きい声でおじぎもする （松小３年）

・相手の気持ちが良くなるようにする （松小５年）

・人に会ったら顔をみてする （松小６年）

・地域の人に聞こえるように大きな声で （中学生）

・自分からあいさつをするようにしている （中学生）

・親の方から大きな声でしている （保護者）

・相手に求めるのではなく笑顔で自分から（５０代女性）

・子どもからあいさつされると１日いい気分で過ごせる（６０代男性）

児童・生徒・保護者・地域の方の意見から
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－

短

歌－

細

田

光

代

土

屋

君

子

杉
山
安
紀
子

高

橋

百

代

岡

村

芳

子

高

橋

栄

美

山
本
智
恵
子

堀

岡

洋

子

お
だ
や
か
な
日
日
す
ご
さ
む
と
植
ゑ
し

花
ロ
ー
ズ
ヒ
ッ
プ
の
実
の
赤
く
な
る

早
咲
き
の
河
津
桜
の
便
り
あ
り

春
は
そ
こ
ま
で
近
づ
き
ゐ
る
に

薔
薇
の
花
も
ら
ひ
て
来
た
り
忘
れ
ず
に

水
を
替
へ
る
よ
野
の
花
だ
っ
て

と
っ
く
り
と
こ
こ
ろ
あ
そ
べ
灯
を
お
と
し
夜
ふ
け
の

店
に
持
つ
花
ば
さ
み

挑
戦
を
す
れ
ば
な
ん
と
か
な
る
も
の
よ

求
め
し
書
類
は
画
面
に
あ
ら
は
る

待
つ
と
い
ふ
こ
と
に
も
慣
れ
て
病
院
の

待
合
室
に
会
話
の
弾
む

大
人
び
た
少
年
の
声
に
と
ま
ど
ひ
て
他
人
の
や
う
な

会
話
と
な
り
ぬ

自
然
に
生
き
る
も
の
こ
そ
知
恵
の
あ
り
た
れ
ば

季
節
に
迷
ふ
こ
と
な
く
散
れ
り

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸

町 職 員 募 集

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

耕
作
放
棄
地
再
生
事
例

町
の
取
り
組
み
を
活
用
し
、
耕

作
放
棄
地
を
再
生
利
用
し
た
事
例

に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

○
桜
葉
・
よ
も
ぎ
の
栽
培

○
女
性
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
そ
ば
の

栽
培
お
よ
び
試
験
販
売

○
移
住
者
に
よ
る
あ
や
め
園
の
整

備
○
新
規
就
農
者
に
よ
る
水
稲
や
畑

わ
さ
び
の
栽
培

○
桃
・
柿
・
柑
橘
等
の
果
樹
園
の

整
備

○
レ
モ
ン
グ
ラ
ス
の
栽
培
、
加
工

に
よ
る
特
産
品
開
発

６
次
産
業
化
を
目
指
し
て

〈
ハ
ー
ブ
で
実
証
栽
培
事
業
〉

町
と
農
業
再
生
協
議
会
で
は
、

本
年
度
耕
作
放
棄
地
の
さ
ら
な
る

解
消
の
た
め
、
ハ
ー
ブ
を
栽
培
し
、

６
次
産
業
化
が
可
能
か
実
証
す
る

事
業
を
行
い
ま
す
。

こ
の
事
業
で
は
、
ハ
ー
ブ
を
単

な
る
生
産
だ
け
に
終
わ
ら
せ
ず
、

収
穫
物
を
利
用
し
た
加
工
品
づ
く

耕
作
放
棄
地
が
抱
え
る
問
題

農
業
従
事
者
の
高
齢
化
や
農
業

の
担
い
手
不
足
等
に
よ
り
、
今
後

耕
作
放
棄
地
は
増
え
て
い
く
こ
と

が
予
想
さ
れ
、
そ
の
対
策
は
大
き

な
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
耕
作
放
棄
地
は
、
有
害

鳥
獣
の
す
み
か
や
害
虫
・
植
物
伝

染
病
の
発
生
源
に
な
り
や
す
く
、

農
村
景
観
を
損
な
う
こ
と
に
も
つ

な
が
り
ま
す
。

町
の
取
り
組
み

町
で
は
、
耕
作
放
棄
地
の
現
況

調
査
を
行
い
、
約

亊
の
耕
作
放

２８

棄
地
を
確
認
し
ま
し
た
。
そ
の
耕

作
放
棄
地
を
解
消
す
る
た
め
、
次

の
こ
と
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

○
農
地
貸
借
等
情
報
公
開
に
よ
る

担
い
手
の
確
保

○
乗
用
草
刈
機
を
使
っ
た
耕
作
放

棄
地
の
保
全
管
理

○
耕
作
放
棄
地
再
生
利
用
者
へ
の

財
政
支
援

○
農
業
後
継
者
お
よ
び
新
規
就
農

者
へ
の
奨
励
金
の
支
給

耕
作
放
棄
地
対
策

り
か
ら
試
験
販
売
ま
で
を
行
い
、

収
益
が
確
保
で
き
る
か
を
実
証
し

て
い
き
ま
す
。

実
証
の
た
め
の
作
物
に
「
ハ
ー

ブ
」
を
選
ん
だ
主
な
理
由
は
次
の

と
お
り
で
す
。

○
食
用
・
薬
用
・
加
工
用
と
多
様

性
が
あ
る
こ
と

○
栽
培
管
理
が
比
較
的
容
易
で
あ

る
こ
と

○
休
耕
田
を
活
用
で
き
る
こ
と

実
証
過
程
お
よ
び
結
果
に
つ
い

て
は
、
広
報
誌
や
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
等
で
随
時
公
開
し
ま
す
。

耕
作
放
棄
地
再
生
に

取
り
組
も
う
！

町
で
は
農
業
振
興
に
関
す
る
支

援
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
。

農
地
を
拡
大
し
た
い
、
新
し
く

農
業
を
始
め
た
い
と
い
う
方
、
農

産
物
を
使
っ
た
商
品
開
発
を
し
た

い
、
販
路
開
拓
を
し
た
い
方
は
、

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

耕
作
放
棄
地
対
策

～
耕
作
放
棄
地
を
再
生
し
て
地
域
の
宝
へ
～

町では、平成２５年度採用の職員を募

集しています。

【採用人員】 事務職員 若干名

保健師 １人

【受験資格】

○事務職員…平成５年４月１日までに

生まれた方で、大学・短期大学を卒業

した方（卒業見込みの方を含む。）

○保健師…保健師の資格を持つ方（平

成２５年４月末までに資格取得見込みの

方を含む。）

【受付期限】６月１１日（月）まで

【試験日程】７月２２日（日）１０：００～

（第１次試験）

【試験会場】静岡県下田総合庁舎（予定）

【問合せ】総務課（４２）３９６３
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第１０回雲見温泉高通山ハイキングつつじまつり

雲見の高通山は、見ごろを迎えた山ツツジと絶
景を楽しむ登山客で賑わいました。山頂では冷た
いオリーブ茶と甘夏、登山口ではトコロテン等が
振る舞われました。

5/20

第３６回岩地温泉大漁まつり

岩地海岸では、カツオの初漁を祝う「岩地温
泉大漁まつり」が開催され、カツオを使った郷
土料理のニアイナマスや刺身等が振る舞われ、
多くの来場者で賑わいました。

77

神
話
で
ま
ち
お
こ
し

４
月

日
（
火
）、
静
岡
県
庁

２４

に
て
、「
ふ
じ
の
く
に
美
し
く
品

格
の
あ
る
邑
づ
く
り
」
連
合
の
総

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

総
会
で
は
、
会
長
、
副
会
長
の

選
任
が
議
題
と
な
り
、
私
が
会
長

に
、
富
士
宮
市
長
が
副
会
長
に
就

任
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
が
縁
と
な
り
、
富
士

宮
市
長
と
お
話
を
す
る
機
会
が
増

え
、
お
互
い
の
市
町
の
歴
史
や
観

光
に
多
く
の
共
通
点
が
あ
る
こ

と
が
分
か
り
ま
し
た
。

そ
の
中
で
、
私
が
大
変
、
興

味
を
持
っ
た
浅
間
神
社
に
関
す

る
神
話
を
紹
介
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

富
士
宮
市
に
あ
る
浅
間
大
社

は
、
富
士
山
に
鎮
座
す
る
コ
ノ

ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
を
祭
神
と
し
、

松
崎
町
に
あ
る
浅
間
神
社
は
、

イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ
を
祭
神
と
し
て

い
ま
す
。

コ
ノ
ハ
ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
は
、

安
産
の
神
様
、
姉
の
イ
ワ
ナ
ガ

ヒ
メ
は
、長
寿
の
神
様
と
し
て
、

知
ら
れ
て
い
ま
す
。

全
国
的
に
見
ま
す
と
、
コ
ノ
ハ

ナ
サ
ク
ヤ
ヒ
メ
と
イ
ワ
ナ
ガ
ヒ
メ

の
両
方
を
祭
神
と
す
る
浅
間
神
社

は
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
イ
ワ

ナ
ガ
ヒ
メ
だ
け
を
祭
る
浅
間
神
社

は
、
全
国
に
３
社
し
か
な
く
、
そ

の
う
ち
の
１
社
が
雲
見
地
区
の
浅

間
神
社
で
す
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
、
駿
河
湾

を
挟
ん
で
対
峙
す
る
よ
う
に
祭
ら

れ
て
い
る
両
神
社
は
、
と
て
も

深
い
関
わ
り
が
あ
る
よ
う
に
思

い
ま
す
。

今
後
、「
世
界
で
い
ち
ば
ん

富
士
山
が
き
れ
い
に
見
え
る
町
」

と
し
て
、
神
話
を
活
用
し
た
さ

ら
な
る
誘
客
を
し
て
い
く
と
と

も
に
、
富
士
宮
市
と
連
携
し
た

観
光
対
策
を
進
め
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
の
で
、
町
民

の
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
5/8・9

帯広市長表敬訪問

開拓姉妹都市提携を締結し、今年開拓１３０周
年を迎える北海道帯広市の米沢市長が、表敬訪
問に訪れ、町内にある依田勉三翁ゆかりの場所
等を巡り、その足跡をたどりました。

5/12・13
石部赤根田村百笑の里田植え祭

石部の棚田では、２日間で約７００人のオーナー、
トラスト会員等が集まり、地域の人たちと交流
しながら、それぞれが割り振られた区画の田植
えを行いました。

町長室からこんにちは ◯30
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葬原信子100竹 森 ひ で江奈２
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正 行58眞 鍋 銅 子伏 倉

伸 行87窓 橋 惠 作岩 地
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二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，７１５人（－３１人）

男 ３，６６５人（－８人）

女 ４，０５０人（－２３人）

世帯数 ３，０８８戸（－２戸）

転 入 ２７人 転 出 ５０人

出 生 ０人 死 亡 ８人

（平成２４年４月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ４件 （－１）

物損事故 ７件 （－３）

死 者 ０人 （－１）

傷 者 ４人 （－３）

二
〇
一
二
年
六
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

七

七

号

おくやみ申し上げます（死亡）

町 の 交 通 事 故

平成２４年４月発生分

地

域

交

流

通

信

（ ）内は前年同月比

地

域

交

流

通

信

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（44月届出分月届出分））

４
月

日
（
火
）
に
、
松
本
市

１７

安
曇
ゴ
ル
フ
大
会
が
行
わ
れ
、
今

年
も
松
崎
町
か
ら
多
く
の
方
に
参

加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

こ
の
大
会
は
、
平
成

年
か
ら

１７

毎
年
、
松
本
市
安
曇
ゴ
ル
フ
ク
ラ

ブ
と
松
本
市
安
曇
公
民
館
が
共
催

で
開
催
し
て
い
ま
す
。

以
前
は
、
村
民
ゴ
ル
フ
大
会
と

し
て
開
か
れ
て
い
ま
し
た
が
、
松

本
市
と
の
合
併
を
機
に
大
会
名
が

変
わ
り
ま
し
た
。

大
会
当
日
の
朝
は
少
し
肌
寒
い

天
候
で
し
た
が
、好
天
に
恵
ま
れ
、

爽
や
か
な
青
空
の
下
で
元
気
に
ス

タ
ー
ト
を
し
ま
し
た
。

途
中
、
晴
天
が
一
変
し
、
雷
雨

に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
が
、
全
員
無

事
に
ホ
ー
ル
を
回
り
切
り
、
カ
ン

ト
リ
ー
ク
ラ
ブ
内
に
あ
る
パ
ー

テ
ィ
ー
会
場
に
て
順
位
発
表
と
賞

品
授
与
を
行
い
ま
し
た
。

優
勝
は
安
曇
地
区
の
奥
原
将
弘

さ
ん
で
し
た
。
松
崎
町
か
ら
参
加

さ
れ
た
方
で
は
、
高
木
義
彦
さ
ん

が
３
位
に
入
賞
し
、
他
に
も
多
く

の
方
が
入
賞
し
ま
し
た
。

ゴ
ル
フ
を
通
し
て
交
流
す
る
こ

の
大
会
を
今
後
も
続
け
て
い
く
こ

と
で
、よ
り
多
く
の
方
が
出
会
い
、

集
う
き
っ
か
け
を
育
み
、
お
互
い

の
絆
を
深
め
て
い
く
こ
と
が
で
き

れ
ば
良
い
と
思
い
ま
す
。

（
安
曇
支
所
教
育
担
当青

竹
和
幸
）

松
本
市
安
曇
地
区
か
ら

ゴゴゴ
ル
フ
大
会

ル
フ
大
会
がが

行
わ
れ
ま
し

行
わ
れ
ま
し
たた

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
右右
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

電
化
製
品
等
を
激
安
価
格
で
販
売
す
る
旨
の

勧
誘
メ
ー
ル
が
送
ら
れ
て
き
ま
す
。
そ
の
メ
ー

ル
に
は
、
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
へ
の
リ
ン
ク
が
張
ら

れ
て
お
り
、
そ
の
サ
イ
ト
を
み
る
と
、
確
か
に

さ
ま
ざ
ま
な
電
化
製
品
が
激
安
価
格
で
売
ら
れ

て
い
る
よ
う
に
見
え
ま
す
。
そ
こ
で
、
商
品
の

在
庫
を
問
合
せ
る
メ
ー
ル
を
業
者
に
送
る
と
、

「
在
庫
は
あ
る
。
代
金
は
前
払
い
で
あ
る
。」

と
い
っ
た
メ
ー
ル
が
来
る
た
め
、
消
費
者
は
信

用
し
て
代
金
を
振
り
込
み
ま
す
。
と
こ
ろ
が
い

つ
ま
で
た
っ
て
も
商
品
は
送
ら
れ
て
き
ま
せ
ん
。

こ
の
よ
う
な
悪
質
な
手
口
で
は
、
ウ
ェ
ブ
サ

イ
ト
に
表
示
さ
れ
て
い
る
事
業
者
の
名
前
や
住

所
が
虚
偽
で
あ
っ
た
り
、
電
話
番
号
も
複
雑
な

仕
組
み
を
利
用
し
て
特
定
を
困
難
に
さ
せ
る
よ

う
な
手
口
が
と
ら
れ
て
お
り
、
相
手
が
誰
か
す

ら
わ
か
ら
な
い
場
合
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。

ネ
ッ
ト
取
引
に
つ

い
て
は
、
と
り
わ
け

慎
重
な
対
応
が
必
要

で
す
。
も
し
も
被
害

に
遭
っ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
役
場
等
に
相

談
す
る
よ
う
に
し
て

く
だ
さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
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松本市安曇ゴルフ大会

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。


